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申請事業名 申請者代表

富
山

Ｂ
大
学
等

300
北陸地方に最も適した洪水対策の検討：
田んぼダム以外に何ができるのか？

富山県立大学 工学部
環境・社会基盤工学科
准教授　呉　修一

新
潟

Ｃ
法
人 500

雁木町家の空き家活用メニュー開発と地
域連携強化

（一社）雁木のまち再生
代表理事  関　由有子

新
潟

Ｃ
法
人 461

新潟の独特遺産である六斎市を通した地
域振興メニュー開発

NPO法人新潟みなとクラブ
理事長　石井 洋司

富
山

Ｃ
大
学
等

500
南北接続後の富山市の公共交通に関する
研究

富山大学　経済学部
教授 中村　真由美

石
川

Ｂ
大
学
等

500
外国人住民に対する防災広報媒体の開発
および地域防災イベントの開催

小松大学　国際文化交流学部
准教授 木場　紗綾

新
潟

Ｃ

任
意
団
体

500
「道の駅」庭園の郷保内を核とする保内
地域への訪日外国人旅行者拡大のための
研究事業

保内まちごとアートガーデン実行委員会
実行委員長 進藤 明香

福
井

Ｄ
大
学
等

500
北陸地方の都市データを用いたコンパク
トシティ政策の評価手法の作成

福井工業大学　環境情報学部
准教授 近藤 智士

新
潟

Ｃ

任
意
団
体

500
空き家を離島留学促進拠点に
〜お試し住宅整備による親子移住促進・
地域活性化事業〜

子どもの元気は地域の元気プロジェクト
代表 上之山 博文

長
野

Ｃ

任
意
団
体

500 土木遺産を未来へつなぐ顕彰支援事業
土木・環境しなの技術支援センター
理事長　小西　純一

新
潟

Ｃ

任
意
団
体

500
信越県境エリアにおける地域資源データ
ベースの構築

信越県境地域づくり交流会実行委員会
委員長　井口　智裕

新
潟

Ｂ
大
学
等

500
防災トランプ長岡地域版の開発と
感染症予防に配慮した世代を超えて防災
について楽しく話し合う場づくりの展開

長岡造形大学　造形学部
建築・環境デザイン学科
助教  福本 塁

富
山

Ｂ

任
意
団
体

460
設立20周年記念事業
語り部絵本「カルデラ物語(仮称)」の作成

立山砂防女性サロンの会
代表　尾畑　納子

新
潟

Ｃ
大
学
等

450
北陸地方における酒蔵建築の立地と活用
実態-新潟県、富山県を対象として-

新潟大学 工学部
教授 岡崎篤行
新潟大学日本酒学センター協力教員

福
井

Ｃ
大
学
等

500
Mixed Realityを用いた住民参加型の計画
支援システムの開発
－三国湊地区の歴史的市街地を対象として－

福井工業高等専門学校
環境都市工学科
助教　大和　裕也

石
川

Ｄ
大
学
等

500
データ同化手法＋地下水モデルによる地
下水涵養量の時系列推定手法の確立
－石川県・手取川扇状地を対象として－

石川県立大学　生物資源環境学部
准教授 藤原　洋一

長
野

Ｂ
大
学
等

500
一般市民の浸水直後の「新」行動手順書
の研究開発
〜できる・やれる•あきらめない〜

信州大学 工学部
助教 中谷 岳史

新
潟

Ａ
大
学
等

3,000
メンテナンス技術者育成のためのコンテ
ンツの開発と導入および遠隔講習の試行

新潟大学　工学部
教授 佐伯　竜彦

富
山

Ｄ
大
学
等

2,960
黒部川高水敷樹林の資源化による持続可
能な脱炭素化とレジリエンス向上

富山国際大学　現代社会学部
教授 上坂　博亨

第26回「北陸地域の活性化」に関する研究助成事業　審査結果

地
域
づ
く
り
研
究
事
業

技
術
開
発
支
援
事
業

技
術
開
発
共
同
研
究

【テーマ】Ａ：社会資本の維持管理　Ｂ：防災・減災　Ｃ：地域振興・地域づくり　Ｄ：持続可能な社会形成　　　　　　　　　　　　　　　　　


